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緙済理論の検証について（W 論）

1 ;

そ^ )おのおのがそれぞれ特定の個別的現象に関して適用性をもつのであって，ニ般的に苓の*r 方が 

確証され，他方が棄却されるといったものではないと考えるのである。ただ異なるところがあ:6 と 

すれば，ある仮説は他のものよりより広い範囲にわたって経験的現象を有効に説明するというだけ 

である。それはまさにメンガ一= ロビンズニゥュ一バー的見解におけるように，理論はそれが論理 

的に整合的であるかぎり真であり；本来棄却されえないものなのであb，ただ特定め現象に対して 

それが有効な説明原理であるかどうかが検討されなければならないという主張にほかならない。

この点に関速してR  A . ハイエタの言葉を引用しておこう。彼は理論というものはすべて単に 

「可能性の範_ 」を述べるにすぎなV、として，「たとえば人間と猿はその構造的類似姓にもかかわら 

ず，比較的近親の祖先からの迪帯子孫ではなく，相互にはるかに異なった祖先から由来する二つの 

.興なる系列の結來であるということになったとしても，このことはダーゥィンの進化の一般理論を 

論駁したことではなく，ただ特定の事例へのその適用を論駁したにすぎないであろう」 といい 

(Studies in Philosophy, Politics and Economics, p. 3 2 ) ,また経済迦論に関して，「.それはある一般的条 

..件 かみ.たされる場合に現われる諸種の型を述べるにとどまる。. その知識から特定.0 現象についてめ■ 

予測を導きだすことはほとんどまったく不可能であるj  (op. cit., p. 3 5 )としで， 一般に理論の妥当

はその適用には依存しないことを主張している。

城後に一言付けくわえておきたいのは，この論文ではいわゆる計量経済学といわれるものをとり 

わけ念頭において考察したわけではなく，むしろもっと広い意味で経済理論を考えて，ポパ一的立 

場の経済学への適用を検討したことである。計量経済学についてはその理論キデルとはどのようか 

論理的性格をもち，またどのような機能をもつものとして考えられるのかが明らかにされなければ 

ならないであろう。ただ別の機会にも蝕れたように, 計量的分析というものは「新しい理論による 

新しい事実の解明j という点にこそ，そのもっとも重要な意義があるのではないかと考えるのであ. 

って> そのかぎりにおいては，メンガー= ロビンズニゥヱ一バー的理論の現実適用牲と矛盾するも. 

のではないと思うのである。

結論としてポパーの主張,はこれを経済学に適用してみるとき，経験論的実在論と相応説を蕋礎と 

したミルニケアンズ==ケインズ的立場に対しては，その検証の思想を確証の思想にとって代えるベ 

きことを示唆する点において， またそのかぎりにおいて意義を有するけれども， メンガ一= ロビ 

ンズ= ゥズ一バー的立場に対しては,なんらこれを否定すべき十分な論拠とはなりえないどころ 

か，むしろ少くとも経済学に関してはこの立場の優位性を認めざるをえないと考えるのである。

(43.11.5)
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臨界核所得分布による 

勤労家計の労働供給の分析（

小 尾 恵 一 郎

. • に.': '  .ベ...

この稿の課題は⑴労働供給の主体が貲金と労働時間の特定の組合せで与夕られる职用労働機A

へめ就業を受諾又は拒杏するメ力とズムを定量的に把握すること， ⑵このメガ二ズムを記述する

自律的な量的模型を伝統的な労働供給図式と関係づけ，余暇〜所得選好図式にもとづいて措成する 

こと，である。 •
* • . . ■ • 
屈用勞働の就業機会は，.通常，労働需要側から制度的に指宠される賃金および労働時間の組合せ

で与えられる。所走時間を著しく超えて残業したり，頻繁な欠勤や早退を行うと就業の継続が闲難

となるようか社会学的，心理学的条件のあることはよく知られるとおりである。労働供給诸が労働

時間をみずから好むところに従って調整できる余地は少い。従って,.個々の労働供給渚がこの就業

機会を受け入れ名が拒むかの選択を行うという形で勞働供給が行われ名。伝統的な労働供給の主体

均衡図式は，所与の賃金に対する最適な（効用指標を極大化する）労働供給時間を記述するもの（時

間単位の供給関鉍) で，，所与の就業機会（賃金率と指定労働時間の組合せ）をうけ入れたり拒んだりす

るメ力ニズムについては述べていない。換言すれば，伝統的な労働供給図式は，所与の賀金に対し

て最適な勞働時間と雇用就業機会の指定時間との間に差があるとき，供給者がいかなる行動をとる..

かについては不問に附してレ、るのである。伝統的な労働供給の主体均衡図式が主体の労磡供給贵を

人負単位で記述する. （人員单位の供給関敎），ところまで展開されていないともいえよう

人員単位の供給と時間雄位のそれとは密接に関連している。前者の決定機構を独立に模观化する

のではなく，両者の関係を明示すること，すなわち，雇用労働機会の受諾と拒否のメカニズムと伝

統的な最適供給時間の決定図式との関係を自律的な理論模型にぐみあげることが要請される。制度

的に定められた指定労働時間自体が趟勢的に変化することはよく知られている通りであり，その変

( * ) 本稿の数値実験においてすベての複雑なプログラムを作成実施.して下さづた禺田昌裕氏の助力に纸击は厚 

くお礼中上げる。.また1=1.丨•算上の諸問题におい .て助言を与えられた.岩 晦 卜 戌 ,.奋掛魄氏に深謝する，座•樂研究所典同 

研究室常木英子氏，加納类校氏には , 多 j t の資料の盤備と計算結泶の盤理をわずらわしたs 厚'くお礼を中し上げる
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I 界核所得分布による動労家計の努撒供絡の公柯

イ匕は，個々の供給考の時間単芦の供給関数の性質によって規制されるのでg g 。

さて，别動供給の人員単位と時間雜の両側面に関する総合的理論模型を構成する場合に，供給 

行動の主体を何にもとめるかという問題にまずこたえなければならない. 所得処分 (消費と貯蓄）の 

猫模射行動主体を家計とみなすことは容認ずみの作法であるめに対して所得造出の側面すなわ 

ち删供給の理 _ 式では必ずレも_ ざれないことが多い。個々人の别動供給行動が相政独立 

■ならば，主体を個人とみなすのが適当であろう。もし■ 供給行_個人間で相互独立でないなら 

，ば’ 第一にいかなる個人群の内部で従馳が生じるのか，第二に従属関係の性質を明らかにしなけ 

れはならない。タグラスの経験法則(文献1 } によれば①個々人の就業行動は家計構成員の麵内 

で 従 こ あ り ， しかも，従属関係は相互的ではなく家計の主な収人の稼得者.(核)である成 

年 切 子 ⑵ 歳 〜 6 4歳)の収入額がそれ以外の構成員（細 の 就 業 行 動 (有業率)に一方的な影響を 

およぽす。 ②核自体の就業 (有業率）はそれ自身の■水準によっ て影響されない,という関係が 

’ ’明小•されている0 この« は，労働供給の主体は家がe あり，家計の勞麵給輩(人員被又は有業率 

表示）は弗核構成員の供給量でよく把握されることを示唆する。

冢r•十 の 麵 供 給 謝 齡 ，供給人員と丨_ の晒 か ら 細 す る 総 合 的 理 謝 麵 は ，余暇と所得の効 

. ■ 腿 1数を腸表的にふまえて構築されることが必要である。これは，そのような型の横型がもり 

ともI ■ 的でもるばかりでなぐ議を必要とされる主要な観測事実の中に.貴金等の経済変数の 

似響とホ暇<所得の選択における嗜好の変化の影響(もしあるとすれば〉とが,細指標関数を隠表 

的に導入することなしには，区別し難いような現象がみられるからでg 4 〕。

_ .の労働供給は麵痛機会に対してのみ行なわれるとは限らないが家族め勞働を自営業によ 

る麵の造出のために投入ずる機構，すなわち自営家計の構賴の自営業と雇用労働機会への選択 

•的就業の機借はこの稿では扱われない。ここで扱う_ は雇用，働機会から家許の主な収入源を 

稼得する家計（家計■ の区分に準じて勤勞家計とよぶ〉で 缓 ま た , 最も麻な場合からx るため 

■ 家評の5 ち，家族構成を管理して，夫婦と不特定数の1 5 歳以下の子女からなる家#  (A 型家計
■ . • . .  . 暑- ' ■ - .

:屮丨nj+女子の最適労働時間は（r家琪J のために）比較的短い ，ノ

⑵ 據 窜 変 化 の 法 則 の ほ か , _ な_ は女チ有業率の長垂上界傾向である。上界の条件は

指定労働時間，侧 細 )‘の好転であり,他は労働留惯め変化，すなゎち所得の服界 

制 界 し た 可 能 性 で あ る 。後者の影_ あるとすれぱ,それは前畓と平 

一̂ 効 见 を ノ 考 え ら れ る 。 もMy業 す る の で あ れ は ■ • 的_分析などセ
もり，縦麵械觀憎してそれが鎌想したかを麻めねばならない。

• U ふ の に は 不 纖 な 顏 が あ る わ け で は な 1ゝ諸丽の造 _力が小さい  
uvO y  れる虫麵数における資本量が小さい）家計が核収入を雇廳働収入にあおぎ，なお副次的

場合は,内職収入のある勤労家針として把えられる。ニつの型の家^ 関す^ ^

1— ~ 18   •
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■ 臨界核所得分布によ )̂勤労家計 の 労 働 供 給 の 分 析 '
..(U - 4 ) . . . . .  . . . . : : . . . . . : ' . . .

泛よぶ）をとりあげる。
* (注  5 V

以 下 § 1 では雄本的経験法則を§ 2, § 3 において勤労家計の労働供給機構の定量的理論模型を. 

述べる。_ 本的な分析要具として臨界核所得の概念が導入される。各3 で は § 1 の経験法則と理論 

図’式を照応せしめ, § 4 はこれに:蕋いて会暇~ 所得選好関数のパラメタを決定するために行なわれ 

;た一連の実驗結果の報告である。

§ 1 横断面的有業率の変動法則イダグラス一有沢の法則 )

人員単位での就業機構に関する確認ずみの経験法則として，横断面的有業率め変勅法則があるe 

すなわち， ’

第 1 法 則 : 「一定時点において核収入の高い家計群における有業率は核収入のより低い家計群の 

- 有業率よりも低いd

すなわち，第 1 法則は横断© 的有業率曲線の右下り傾向を述べるものである。 ぐ 

第 2 法則： 「一定の核収入階層に属す家計群の有業率は非核構成員の賃金の上界に伴って上界す

v  . . ■ . • 1 .
メ oJ

これは第1 法則でいう右下りの横断面的有業率曲線が就業機会の好転と共に上方に変位すること 

■を述べるものである。 .

§ 2就業受諾と拒否の供給図式

横断面的有業率の変、動法則は，人員単位で計測された就業量に関する経験法則である。労働時間 

と労働人員Q 両侧面に関する労働供給機構の総合的理論模型は，この経験法則を余暇、所得の選好 

圆式から説明できるものでなければならない。 「臨界核所得j を導入することによって,伝統的な

'余暇時間と所得の選好図.式力卜らこの経験法則が導かれることを示そう。

‘ . ' ' i ■

⑴ 臨 界 核 所 得 … .

臨界核所得とは，特定の家計の# 核構成員に, 指走労働時間五,賃金率切の就業機会が労働需要 

侧か！̂提示されたとき核収入がそれ以上なら非拷構成員は就業せず，それk .下ならば就業する臨 

界的な核所得水準をいう。

注 ⑷ A 型家計に関する理論因式は，家 計 構 成 員 数 の より多I 、他の型の家計にも拡張で#るi . これにつI；、ては第6 101 
計赴経済学会議報告(騰写刷)を参照されたい。 ，

加 §2〜§3 は前掲計塵:経済学会識のdiscussion paper’の一部.にもとづき，..さ..らに.§2—⑷を捕ってある》.

■ — 19 - ^ -  . • .



注(7) 第 1図p 無差別曲線は次のような特徴をもづているd すなわち核所得がA の横逆標に等しく， 非核の货金本 

が tan 0 であるとき，需要侧がとの家計から穷働力を誘引できるためには，指5£穷働時間はP „ 点におけ令匁{動 

皓問を超えてはならない。同様に核所得が入ノであるときq 点に対虑する労 - 時問を超えてはならない。超えれ 

ば 就 業 よ っ て t o y 仙 線 ( A ' 点を通る） より低位に位置するからである（例 え ば I V ) , 点 P„, q 等における％ 

働丨_ 】を供給I驭界とよぶと, 供給限界の (核所得变化 fc対する ) 軌跡が右上りであれば， 4 ) と 5 )が成立する。 

绐 1図の無楚別丨丨丨I線は供給皈界の軌跡が右上りになる場合である , 逆に右卞りなら不等分のむきは逆になる。.し

かしこの場合はダグヲス-有沢法則とは矛盾するtとが以下の考察でからかにされる4
. . . . . .  . .

. . … . ，ン... — 2 1 —
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K2) 臨界核所得の分布

個々のA 型家計の余暇〜所得選好の差はの差で乐される。 •を確率変数としてその密度分布を 

2) / ( « )

.七かくと， 1 ) と 2 ) から臨界核所得 I * もまた確率変数であタ， / に依存:する特定の知亦に従う•

.す .なゎち，. ' ぐ : '  ; . . . . . / .  " ； ；:

3) K, &)

でぁる。^ は確率密度分布/ の母乎均で，提示された就業機会紙 / Iと 《の分布特仲が定められ 

.れば，I * の分布は決定さ;K る6

次 ら A 型家計群の中で;街離しい核所得額 I r をもつ家計群をと：b あげる。 この家計群内の個々

*の家計 < については, ’ ハ ‘ パ

..... hBli*  ， へ. '.フノハ.'...:'' ' . . .v .

である。いま，もを家計 f の非核構成員の労働供給時間とし て ,： :

4) D I , *  ならん• • = ( ) .  、 ：

5) I d * ならんと尨

としよう。. すなわち, 家計くにおいて臨界疼所得 I产 が I r 以下の寧計では非核借成贝は切，h の： 

就業機会に就業せず，I r より大きい家計で’は就寒する。 第 1 図で，丄〉]；* なる核収入 I,  (A，点の
' ...パ - - . . . . ..ン ひ :、’ノ'

横座標）が与えられると，A ノB’ の勾配 .( ；A B の勾配〉に等しい切と 77の労働時間の就業機会に就 

業して Pンに位置するならば , この柊態ゆA ’ :より劣る。. 0 V を通る無莲別線く図示してない〉は 八 ， 

を® る i より低位にぁる）従っ て L 〉]：* なるときは荀能な機会 (0，E )に就業しない。無茧別丨出ね
' . . .  ̂ ' ベ . . .ぃ ： ■ ： (注  7 ) , .  . . .入 ....*..

鄹や形が図のような形であれば1ー4 ) 1 - 5 ) が成立する„  •

このようにして，臨界核所得を導入することによって可能な収入機会の聋諾と拒西という不連続 

力:選択を記述する理論模型が構成されるレこれに対して，所与の核収入と非核貨金のもとでの最適 

供給時間の決定という— 占典的図式は， A B および A くB’ 等の所得線上の無恙別丨丨丨丨線との切点Po*. 

P i* 鄭々の軌跡であらわされる。 所得線の勾配の変化による最適時間の変化は切点P 。*, P , *の変 

化であらわされる。不連続瓔択の図式はP „ が P o * と一致する場合も含むことが明らかである* .

. . . . : 一 ；： . . . . . '  '  ... 1 . . へ' . - \ ぃ . . し..」;'
(3) 有業本方程式

ル  **** ‘以 办 ム ^*、、く . y ^ ? ^ r  vr. ngsaau

 ̂ .ノ . 瞭 
*パ 略

纖  ， ' . .. , . . . ' •  ■

方湓 臨界核所得分布による勤労家E丨•の労働供給の分析

mmmm

臨界核所得分布ヒよる勤労家g|の労働供給の分析 *
パ..:-- .... .....:ノ ," ■ , .

臨界核所得の水準は，货金率，指矩労働時間，仕事の内容, 労働瓌境，および家計の余暇と所得の  ̂

選択に関する嗜好に依存することが示される。（以下においては問題の本質を損わヒ简単化するために、 

労働環境と社缜の内容は一矩としよう。） ,

.第 1 図 .
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特矩のA 型家針の余收一所得選好を⑴パ，Wo,奶等の無差別曲線群（第1 図）であらわす。との家 

計に対して可能な就業機会が指足労働時間五， 賃金率 w ( A B 線の勾配tan<?)の組合せで提示されv 

たとき，図 の P がこの家計の臨界核所得である。直線 A B 上の点 P w は余暇の座標が(T—Eyで ， 

ある. C D 線との交点であり，P m を通る無差別曲線（扮。）はちょうどA 点を通っている。非核構成: 

员が讨能な就業機会を受諸すれば点P ，„ に，相;否すれば点A に位置ずることになる。A ，と I V は陳 

一無差別丨1丨丨線0)。土に•あるから，二つの点〖こおける杂暇と所得の組合せは無差別である。従らて人 

点の横座標は宠義によって臨界核所得P でもる。I * の水準は明らがに，仍，h および無差別曲線; 

の形をきめる効用指標関数のパラメタ (の集食）« に侬存するd 口の家計の番号をi とすれば, 也 . 

h に対する臨界核所得1产は 

' 1 ) 1̂  = 1%^ %, ad

とあらわされる。的は家計 V の選好パラメタである。

注 ( 6 ) 可能な就業機会（访, • « とは/ このA 型家計の非核措成贺（勤がこめ機会匕就業するととを受諸 .すれば，%1 
敗哪丨丨は突際に雇入れることが確臾である機会をいう. « のの機会に応鎊したものが，霈翦側の遠銜に合格す - 

る こと が確突でなければこの機会はまだ可能な機会とはみなされない。不合格であれば， との機会は可能な機会 

ではないe 他 の機善 (w, Ti)が: （多くの場合はじめの機会より劣ったものであろう）別に提示され , ，この就職门‘ 

になら猫贺側が受け入れるこどが確樊であれば， 機 会 (紙が供給洛にとって可能な就業機会である。 この機t 

会を供給為が受け入れるかどうかは以下に述べるととろに従って決矩される， ：: ：

' . ^  .. ' . . .*■■»« •一-..，̂ \J---------- -
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臨界核所得の確率密度分布gf (m 2 m )の I * 軸上に I i をとると， 4 ) と 5 ) ねよゥて,垂線 

P I » の 左 側 の 而 積 ば ん * = 0 なる家計の比率を与える。 故 に 1 - S , は核所得L である家訐群 

の 有 業 箏 に ほ か な ら な い 。すなわち， 第 2 図

6) S i= J  丨命，%  (2)di*>

7)

である。任意の核所得1/ をもつ家訐グループに対し 

て，有業率は

8) fjt(Jj)=l-J こみ(1*1切，h, a)dl*

であらわされる。これを所与の就業機会に関する有業率方程式とよぶことにする。右辺の積分はE 

に阅する準調坳加関数であるから，有業率/rは I の単調減少関数，すなわち，

9) | く0

である。⑷と⑶の不等号が逆むきであるような形の無差別曲線のもとでは，有業率は氏である。こ 

のとき相業舉は核所得の増加関数となる。しかし，これは横断面的有業率の変動法則(第 1 法則)に反 

する。従って余暇〜所得の効用指標関数は⑷⑶を満足するような性質をもっていなければならないw 

臨界核所得分布は食金率奶 の浚化に伴って変位する。第 1 図の A ‘B 線の勾配（tan卜初が増加  

するとA 点の横座標はもはやこの家計にとって臨界核所得ではない。なぜなら点A から勾配 tanが 

(グ>  の の 直 線 (因示してない）をひけばこれとC D 線の交点ばPm より右に位置し, この位: 

蹬は非就業の状態（A 点) にまさも。従っで指定労働時間h と ta n ゲの貨金率組合せで与えられる

この就業機会に就業することになる。すなわち⑷⑶が成立するかぎり，賃金率の上昇はとの家計のへ
‘ . . .  ■ .. . . . .  —
臨界核所得を坳大せしめる。従って，.一般に⑷⑶が成立すれば非核構成員の資金率切の上昇によゥ 

て臨界核所得分布•（第 2 因）は右へ移行し，有業率/ fは上畀ずることがわかる。すなわち,

If〉。
である
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( 4 )供給図式への補論

家計措成長の労働供給贵を人員增位で記述する理論模型としては，キンクした無差別|山線の囱，式: 

も考えられる（補図)。 A 型家訐の余暇所得の無差別曲線を妳y2 等々は余暇時間がT —系（労働時間 

が K)である座僳虑也 , P2, P3>……) において折れまがるもめとする。厲用労働機会の賛金率# は. 

6 c線の勾配 (tanめで尕されるd 核所得が図の点A 2.の横座標 (12 とかく）に等しいとき，非核構成. 

R が ， I t 金率と指定労働時間がザ，E である厲用機会に就業したとすれば, 家計の余暇〜所得選好: 

状態は点 b 2 で示される。点 b 2 を通る無差別線（図示してない）は a 2 を通るそれ u ) よりも高

—̂ *. 22 し一一1 _ . • ■

ラ イ ぬ ^
丨_ 圓

• V、パ •八 '
疏 跑 膝 疏 ^ ^ ^ ^
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臨对核所得分布による勤労家評の労働供給の分析

位にある。A z は象計が核所得にだけ依存して非核は就業しない状態である。 途って，核所得が L

補 図  であるときは, 就業した方が有利't f

ぁる。

核所得が : 点の横座標 : (14 :であ. 

る場合は,雇用労働機会に就寒ず右 

ならば, B i に位扈する。 これ杈点; 

A 4 の余暇〜所得選好状態に比べて 

劣る。従って，非就業が有刹であ^ ^  

12< 1 4 なるニつの核所得め中間fc, 

就業と非就業が無差別でもる本ぅな 

m x 核所得水埤が存在するであろう。a 3. 

の横座標を I 3 ( I2< l 3 < L )とすると， A 3 を通る無差別曲線の勾配は賃金率に等しく，就業によっ 

て位置するP 3 点は非就業をあら ;b す A 3 点と同一無差別曲線上にある。 従って核所得水职 I ダv 

L くI ならば非就業が, 1 3> 1 ならば就業が，選択される。ここに13 は臨界核所得である。

この模型は，家計の労働供給機構を, もっぱら人員単位の次元で記逑することを利的としたもめ， 

であるが，主体の所与の賃金率のもどで最適労働供給時間と核所得の関係を示す丨1丨忒七して解釈ナ 

ることもできる。 所与の賃金率のもとで， 種々の核所得に対する効用拊標を極大ならししめる点; 

(所得線と無差別線の交点）の軌跡は朽，P2，…•••，P5等々である。賃金率が閃に示すような価格線で 

与えられるならば，核所得が I3 (As点) より小ならば最適供給時間は; 11，13 より大ならば最適供給 

時間は0 である。すなわち, 核所得と最適供給時間は右下りの階段関数の形耷とることになる。

このように折れまがる（キンク）無差別曲線モデルは人員単位ど労働時間位の両面についての、 

帰結を導くことが，形式的には可能である。しかし，われわれは二つの点からして，このモデルを 

採らない。 . •  '

第 1 は，キンクの位置が,需要側の指矩労働時間に依存してきまる。同一の供給主体（乂は主体の 

グル- プ）は，相異なる指定箩働時間Q ニ つ （以上) の就業機会に直面するとき，それぞれに対して 

相異なる形の無差別曲線群を想定しなければならない。これは換型の自律度が低いことを意味する> 

第 2 に, このような低い自律度の模型からは，想定された種々の指定労働時問に対して理論上期 

待される有業率の代替的な水準を予測することが極めて困難である。

以上が，キンクする無差別曲線の模型を採用しない理_ で 宏 ぎ ン ' ,
 — ----------------  —— —------  ̂ . . . .  .
注 ⑶ こ の ほ か ， このキンク校型には, 最遴供給時呵を与える供給時 (HJタ—ムの供給|丨丨|線が階段関数であるというよ 

うな特殊な性質がある。 しかし， このような特殊性自体はこのモデルをいまの段階で排除する決矩的现山とはな 

らない。最適時間と核所得の関係は i t 接観細されてはv •ないのであり，仮説から漭かれるこの閱係が特成なもの  ̂
であるほど検証が容易だからである。

23 r—■一*-'--
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臨界核所得分布による動労家計の労蚴供給の分析

§ 3 横断面有業率曲線と有業方程式の関係 '
. . ‘ . . . — ...

. . . ; . . -  ノ ■ . ： : . ン

有業率方程式S ) は特矩の可能な就業機会（切, 幻が与えられた場合の有業率と核所得め関係を_  

ベている。この驻木方捉式(労値(人員車位の供給関数〉と直接観測される横断面的有業_ 曲 線 （横断 

.画的右業率の変勁法則）の関係を考察する。•

第 3 図 . 第 4 図 .ノ

. .‘ 1 1 . 核 収入 1 ◦ 现 Nf  Nわ就業機^:め数ぬ

右業率方程式8 ) の左辺は，核所得 I y なる家計群b 家計構成員め，所 与 の ' id，h に対する就樂確 

率である。切耷特定値斯に定めると〈指定時間はii), ix h I の 関 係 ⑶ は 一 つ 線 G であらわ

第 g 図

就業機会切の分布Qi=hとする）

货金碎i '

される (第 3 図)。w に vhく切2くw3を順次与えれば，順次

上方へ変位する曲線群c „  c 2, e 3 を得る。 いま，賃金率

如3 の可能な就業機会が核所得L の家計の非核構成員のう

ちの对人に対して提示されたとしよう（第5 図)。（どの個

..人に対してVhの機会がまわってくるかは駕耍侧の選択に依存す

るv) N f 人の非核構成員のすべてがこの機会をうけ入れる

とは限.らない。受諾するものの比率は第3 図你 3 点の縦座

標で示される。同様に，对人に奶が提示されれば点饥 2

の縦座標が，N ? 人にwiが提示されれは*点如の縦座標が，それぞれ就業機会を受諾するものめ比

率をあらわす。これらは，第4 図のパ軸上に均 , パ2, 沖として記入されている。従って,就業者数 

I i

//-sNl fiiNi 4- /<iNi

一-…■ - 2 邙 *—一™' .

! I
" i r  Nf ■I纖会の数

I T シい、 (
職職^ ^ ^ ^ ^ 啦猫雜 細  崩 we_wMiti_jt_iiwwiŵ iijwi_；CT_9ffiiii iwii剛 關 養 _
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臨界核所得分布による勤労家計の労働供給の分析 

である。核収入 I i の家計グループの非核人员総数をN とかけば，

■ (ル邡 + 妁邡 + パW fV N  

はこのグループの観測された有業率をあらわしている.。 あらゆる就業機会たを考慮に入れれば，

の对による加重平均値が観測される有業率 '

り，これは点m (第3 図）またはp (第4 囪) で示される。こうして, 観測されたすベての核所得I lf 

12, -■ •••のグループの各々に対してm 点の軌跡が第3 図上にえがかれる。 第 5 図に示したN i, N l  

等の就業機会を, 確率密皮•分布 ‘ ,

(11) 細  '•

であら;b せば，（非核構成人員1人のA 型家計について）有藥率方程式8 ) と i i ) 七から 

(⑵ ^ ( I j ) = l —f  I w, h, dt)<>X{w)dwdl̂ . *
J J*« —wJ xo^

を得る o: .  ... . . .. • • .
. へ ■ ■ . , . .. 、 ... ; . . ■ ' . ' - : ; し -.:-'.-:.:.:ぐ,マ:.-

ざらに一般化すれば，就業機会の分布は，， ばかりでなく，指定労働時問/7をもふくむから，

(1 3 )觀  /7)

七かかれよう。 ⑶に対応するものとしヤ，

•、广CO广CO
{!4) A h X  -  j ル  j 一 j 。 ô /(I*, id, h, a)»X(w, h)dwdJi dl*- •

を得る。ダ( I》 は，まったく，第 ；;•核所得階層における観測された有寒率にほかならない。故に方 

程式(丨4)はダグラス- 有沢法則の理論的対応物である。

従マて，われわれの問題は，パ/ と 1 /およザ吸石の分布に閨する情報から，選好関数のパラメ 

タ集合なを求めること,に帰着する。 かりに idとHを一定水準に固定した管®!された実験が可能な

:論
、の分散か十分に小さくなれば, 両者の平均# ， を用いて.近似的な関係

(15) パ0C Q H -  f h  g f a * ,  w j i y a ) d l ^

J  I*=3 —CO ■

-を得る。 ナ ’ ,

家計型をA 型に管理すると，成年非核構成員の性は完全に同一（裝) となり，年齢分散もまた彖 

計型総訐を対象とする場合に比べて著しく小きくなる。ぶって家訐型の赞理は同時に;(丨5)にょる近似

'の妥当性を補強するのである。
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§4 2 次形式選好関数のもどでの臨界核所得と 

選 好 パ ラ メ タ 決 定 匕 つ い て

( 1 ) 2 次形式選好関数のもとでの臨界核所得

脚 《ニ+ T O C + デ2X + y 3X バ+ デ4バ+ '| 'y 5f
. . .  ' '  へ . . •  - ■ - ■ -  

をFr得 X と余暇時間関する選好関数とする。ただし, yu y3) y5 は選好場常数，また

(17) y 2=7 2 W +w N 0 ; 奴> 0 ,  E ( « ) = l  、

⑽ デ 产 n + 满

すなわち，,vi2,n 2, n, r * はパラメタで，所得と余暇の限界効用曲線の裁片デ2, % は未成伞数（6 

歳未満の男女児数）によって変位することをあらわす（労働供給に対する未成年者数の影響にっV、ては, 

文献8 参照) 。從は家計間の嗜好差をあらわす確率変数である。 ,

はじめに第1 図の点A を通る無差別曲線の方程式を求める。A においては，

⑽ バ = T  (zo) X - I  '

であるから，（16)に代入して ，

(2i) O)o/ 2- y j 2+ デ2i + ” i  . T + + 如  6t

次 に 点 • を通る無差別曲線は,点んの座標

(22) y 4 ~ T — h (23) X  =  I  + 舰

を(丨G)に代入して，

⑵ ) 6)。" = 音 h C I+ M )2. デ 2(1 + 破 )+ )/ 3(1 + 减 ) (T  -  h) 4- r  4 (T  -  Ti)+ b(T - liy

⑵)と(24)の核所得J が臨界核所得 I * であるためには， ；

/ //
Wo —Wo '

でなければならない。これより（21), ( 2 4 )の右辺を等置してI について解き， この I を I * とか 

いてア2 と ％ を㈣ ㈣ でおきかえると，

- -■ '

y  4 -  YiUiv -(- (n2—w 2w) N c -  r  3w (T  -  h)+x5̂ T—\ h ) -  ~y iwzh 
(s) i * = —  ~ ~  —  一 ~ —

これが2 次形式選好関数のもとでの臨界核所得である。％についてかくと，

(26) U-
~l*(yiW -  y3)+y4+(n2—m2id) N 0 一 y3w(T~ /T)+y6(T -

~~~
2

26
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臨界核所得分布による勤労家評の労働供給の分析 

厂 W の確率密度分布を/(切）とすれば,

(2?) / (ii)6??i=/[K (I*|w , Ut

故 に ， . '  ..... : ’：

物  J - ノ ⑷ 办 = / 0, [ K ( I * 丨切，ん ぬ ] | 暴  f g A I ^ w ,  h .  N c ) ^

によって，u の分布/ は臨界核所得の分布に変換される。a は積分の下限値である。

/  ^  E ( lo g w )- 0 ,  E ( lo g 2*jO=び2 の対数正常分布密度関数/レ，a2) に特定化すれば，

(29) 厂ーゾ(奴，び2)如 = /  ぬ(1*1切，h  N c，ア“ 72, 7s, Y4, y 5, m, n ,び2) ctt*

家託型はA 型 に コ 'ノトロールされているから就業機蚤の近似的に相等しい家訏群に対する条件：

切 4 ^ 3 中 石 よ り (丨5)に 対 応 ず る も の と し て , ' •  , ,

_ j

. (3 ° )  • パ。= f  g/0̂ \w, h, Nc, Yu y 2j r 3, 74, y 5, 柄 ，n ,び2) 沿*
. . .  • - 、 } ■••_• .. • ' て >'

を得る。ダは有業率の観測値である。 '
. • • ' ■ '  ; り：" .  

: . . .  * • . .

(2) 選好関数のパラメ夕の決定

(a) 決 定 の 概 要  • ， .

次 に 方 程 式 (30)に よ っ て 選 好 常 数 ア 丨 ン ア 3, y B お よ び パ ラ メ タ 讯 , 界 .(以 下 ど れ ら を す ベ て パ ラ メ :タ:と ..よ-

ぶ） の決定を考察する。 {

家計調査資料からA 型家計を抽出して，核所得階層によって層化する。（30)の ぬ 内 の 変 数 に 特 定 - 

階層 i の値を代入して， パラメタの特定の組合せ釦第1 次近似として適用今ると， 有業率のH i論；

値パ, * が求められる。観測値を内。とすると， はパラメタの組の変化に応じて変化する。

‘ (31) d = S ( ^ 0- ^ ) 2

によってメを定義して， d を最小にするパラメタの組を求める。手続は次のように行なう。まず分

布 / の標準偏差びとr3, y 5, 74, 72,およびW の第1 次試算値を与える。（以下の;:H■測では简甩な場合
. .

から入るた め に N c に よ る 限界効用線の変 位 は 余暇のそ れ に よ っで把える こ と と す る 。 こ れ は 饨 2 = 0 とおくこ 

と で あ る 。） これによって, （25)又は㈣ 式 か ら ， 特 定 の 核所 得 の 値 I y に対する双 の 値 ル が 求められ，

( l o g w は N ( 0 , ゲ）であるととから） に対する百分位（站の確率密度分布の句までの矩锁分値)が計箅 

できる。この百分位は I * 分布上の 1 * = 1 ゴなる点における百分位にほかならない。この値を1 0 0 か .

ら減ずると有業率の？i 論値 "j* (% 表示）が求められるe パラメタの多くの試算値中からdを 最 小 に  

するものを選ぶ。

(b) パラメタの試算値と収朿値の決定一数値実験一  .

パラメタ決定には多数回数の反覆計算を行なわねばならないから,効率のよい試算値をきめてお



1

I

I

!

I

I

in

'；■ j 
K |

i  !
i； i

lb

關
* i /!*>
ft
I!"

!h!-：

i ；!

Ii
ト、 崎 i

r  f ! 1 
•J '卜.丨

；l

；l!

臨界核所得分布による勤穷家IH•の労働供給め分析 

べ必袈がある。試笕値の決定は次のようにして行なう。 ,

選好関数(1G)から，《を極大にする労働供給時間を求めるa すなわち，所与の核収入と賃金率のも 

。とでの最適供給労働時間の軌跡セある労働供給スケデュルを求める。これは，

LN C+

が が
■ ■ 务被功一』 て现つフ私、姐へ^ ^ 咖 办 被 球 职 礎 跟 職 ' ^ ^ ^ 傲 '私 威 ^̂^̂

(32) h* = グ3 1切 I  + N T (y 5 一 y 3w ) + y i — i v y ? — v

' ■ . Q ~ ~  ~T~

こ こに ,

S2=y i w2 ~2y3io+Ys

七あらわされる。ただし，㈣ において， .

(33) y 2=7 ? -i ?TiNc l -y 

(3i) y 4 = y i+ ? iN c

，と特矩化してある。v を E G O = o の 2 項分布に従う確率変数とすれば, 阏に;よダて供鈴唆間ん*も 

また所与の独立変数 I ，w, N c に対して2 項分布に従う確率変数である。いま，M が指定爱働時間

成 または0 のい•ずれかをとるものとしよう。所与の独立変数に対して淡)の両辺の期待値をとる。左
. • • •. . . . . . . . .

迎 の E (た* ) は V とあらわせるがら, 的は,

脚 咖 + 趣 [ 皆 [ 盤 . : . '

•これは，回帰方程式の形で .； .へ :へ :.，'  ’

(36) fl —  A.o~i" A i l -}- A a N c  ゥ’ •: '* ':.

切） A 0=
N T (y  5 -  r  3w )+ r  4 -  w /2

hJJ

(38) A !ヨガ
ァ3ーア i W

hQ

㈣ A ^ f o  パ ;

、と書ける。 .., ..:. / ..

... 9 . . ぐ」..，… 、‘1 '…

' ■*■■'：，•、■ぐ’  -■ . ■ 4

( 4 0 )細 2A o h - ^ ^ A o —N T ) y 3+ ( んA o —N T )7 V —ア4 + 鄉 2==0 :ノ J

伽から . '  …

⑷） w(hwAxAA)Yi-<2hwAx + l)y3-bhAlrs^0 .

(39)から

* ：■ (42) ( E w ?A i ) y i -=• { 2 1 m A z ) y % + (feA 2) Y s ~ n —0 ■ - i

家評間の選好関数の変位がランダムであり，それがニ頃分布でよぐ近似され，かつr 選好関数の 

パラメタが時点間で変化しないならば，細) , (41),鄉式はどれも選好パラメタの榫定に用いられよう。 

すなわち， 任意のパラメタ，例 え ば を 1 とノーマライズして， ぬゲAoョ的， w(2hAo~ NT)SH7/2,

• * * ■ *■""— * 28 ~ •"* -

臨界核所得分布による勤勞家計め労働供給め 分 析 ...

7 iA o -N T ^ 2 / 3 > 仴 琴 扒 と か ぐ と ， （4Q)は，
. . . . . . . . . . . ' . ゝ . . . -  ■ . . . . . ' .  .
{400 2/1-732/2^-752/3-7*2/4+74

とあらわされる。扒 （ト 1，2, 3, 4 ) を構成する因子である非核賃金，およびA 。の値は列年計測ざ

れる。N はA 型家計では2 (人) ，T 三1 とおけば石は第1 次近似値として約ソ3 ( 8 時問労働）をか.

、え 'られ*よ. 5 o ..こ .う:し.て.，：(40)’ は V iに関する回帰方程式とみ.なせるか:ら最少眼:5 時点の . .2/fを.浓め れ .::

ば回帰係辞である選好パラメタy 3, n, r * および. y 2 を統奸的に推矩できる（完全決觉なら4 時点.

でよい)。. . •  • .

词様の手続きで⑷)式 か ら は れ t n の, （切からは y 3, れおよびルの推定値が求められる。さ. 

て，（イ)二項分布による近似が十分の精度を保も，(ロ)家計間め選好パラメタの差力t まったくランダム. 

で，パラメタ（の平均値) が時系列的に不変とい< 条件がみたされていれは丫ガとy 5 の推定値はd  

_  ( 4 のどの式を使って推定しようとも共通め値が求められるはずである。レかし，推定の結來は 

そのような一致を示さない。これは(イ)(ロ)のどちらか又は両方がみたされないことを意味する。所得 

と余椴の限界効用曲線の截片y 2 と A が時系列的に変化するなら回帰方程式 (40)ノは成立しない。

過 表 の 所 得 水 準 の 累 積 的 影 響 が 所 得 の 限 界 効 用 曲 線 の 位 置 を 変 化 さ せ て い る な ら ば ， 家 評 所 得 の 见  

在 水 準 に 応 じ て 所 得 の 限 界 効 用 曲 線 の 位 置 に 系 統 的 な （ランダムではない）差 が ‘ 生 し て い る 可 能 性  

が 強 い 。 所 得 の 成 長 過 程 で 所 得 分 布 に お け る 階 層 逆 転 が お こ ら な い 限 り 現 在 所 得 水 準 と 過 去 の そ れ  

と は 高 い 相 関 関 係 に あ る :か ら で あ る 。 そ う で あ れ ば ,核 所 得 水 準 と 所 得 の 限 界 効 用 曲 線 の 截 片 の 时  

の 相 関 の 存 在 に よ っ て ⑷ )の 成 立 も 保 証 さ れ な レ 、。 し かし， こ れ に 対 し て (42)は限界効用丨11丨線の截片に 

上述の .時 系 列 的 ， 横 斯 面 的 変 位 が あ ？た と し て も 保 持 さ れ る 。 す な ゎ ち ， 限 界 効 用 曲 線 の 変 位 の 有 ' 

無 に 関 係 な ぐ ， （切 式 に よ っ て ， h と 7Vの 値 を (ル と と も に ） 推 定 す る こ と は 可 能 で あ る （《は習胙
■ . .  ( 注 10)

形成による変位をこうむらない)。

従 っ て ， ま ず (42)式 を 回 帰 方 程 式  .

/ . .

yor —  7 iV\f -\-7^ '\-%z

と し て .y 3, y 5 お よ び れ 2 を 推 定 す る 。 た だ し ，

-2/0/~/iw2A 2, yi/= 2 h w A i, y z ^ — fiAz 'ノノ--.::

である。推定値んれおよび於 2 ゆ母集団_ のこ* く大まかな近似値である。近似の精度はまったぐ,.. 

選好関数の変位を二項分布で近似した場合の近似度に依苻し，限界鄉用曲線め截片における変位の， 

有無には関係しない。. '

注 ⑶ （33)式 の n は f 2= r / + 航 + m N c + v とかかれる。 とこに负は® 好の核所得階層間での横断 ffti的筮與をあらわ、 

すパラメタである。 これを38)に代A すると，■ は m を含む式になる， . _

( 1 0 )余 收 •所得の選 好変位が , 鹤片においてのみならず , 勾配についても発生するの：T?あれは，， （め式も時系列の • 

a 2 とW その他を使ってパラメダ推定に利用で t ないセあろうンしかし勾配もまた変位するという仮説は截ルだ；： 

けが変位する（ちし変位があるならば） という板説の検証の後に試みられるべきでf cる ;ぐ

29
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さて， 4 つの観測時点に共通なデ3, れ お よ び を 使 づ て ， 各 年 （0 毎 の }4 とア5 ^•値および 

.更に近似度の向上したれと y s の推矩値が求められたとしよう（その推定法は後述する）。 y V t  y\ 

め推定値がすべての i に対して十分安宏していれば，選好関数は列年不変であるどいう仮説が支持

第 1 表

1961 1962 1963 1964

As

A,

Ao

-0.07102
(5.2)

-0 . 0005039 
(5.4)

0. 2576 
(9.7)

—0.06204 
(5 . 5)

-0.0007444 
(8. 7)

0.3406 
(14. 5)

—0. 08407 
(7.8)

-0.0009271 
(10. 4)
0. 415 
(16. 6)

-0.09344 
(8. 0) 

—0.0004438 
(6.7) 

0.3239 
(14-9)

R .0 . 2501 0. 2443 0.2965 0. 2481

d,f. 806 1556 1643 1534

W 'h (  * ) 12. 8 13.9 14.7 15.8

括弧内の数値は t

( * ) 1961年価格，单 位 1000円

第 2 表

推 定 値 標準誤差 下 限 • 上 限

f a -44.0499 2,2249 -50.7249 — 37.3750
f s 一2001. 0284 285. 9303 — 2858. 82 -1143.24
H -2.0373 2, 6900 -10.11 + 6 .03

T*3 の上限と下限は推定値土3X標準誤差；r戶 1 とノーマライズしてある。

芯 れ よ う 。 そ の 場 合 に は , (40), (41 ),細)か ら そ れ ぞ れ 別 個 に 推 定 さ れ た * )V と '/5 の 間 の 痱 離 は ニ 項 ： 

分 布 に よ る 近 似 が 不 十 分 で あ っ た こ と に よ る と い え る 。 安 定 的 な ％ ど ％ が 求 め ら れ な か っ た 場 * 

合 は ， 選 好 関 数 の 規 則 的 変 位 を 導 入 し た 仮 説 （習慣形成仮説）が 新 た に 試 み ら れ ね ば な ら な い 。

昭 和 3 6 年 〜 3 9年 の 各 年 の A 2 と 切 の 値 （•第 1 表）か ら 推 定 し た ん f s，肩 の 値 は ，第 2 表 に 掲 げ ' 

る。 （25)か ら ， I * の 計 算 値 に 対 す る 元 の 値 め 影 響 は れ ，y 3, y 5/ y 2 お よ び y 4 の 影 響 j ；り小さいこ 

と が わ が る の で ， n の 第 .1 次 近 似 は 推 定 値  一2 . 0 に 固 宠 し て お く 。 こ れ に 対 し て ， れ と は 推  

龙 値 を は さ ん で つ く ら れ た 上 限 値 と 下 限 値 の 範 囲 内 で 種 々 の 値 が 試 験 的 に 揉 用 さ れ る 。 また-一 つ の . 

時 点 （観測年度）に お い て ， y 4 h  n を ま っ た く 自 由 に え ら ぶ の は 適 切 で な い 。 両 者 は (如)式によづ 

て 制 約 さ れ て い る か ら で あ る 。れ と れ を 切 と 共 に 細 )に 代 入 す る と y 2 と y 4 の 間 に 線 型 関 係 式 が  

•(各年度につき ) 成 立 す る 。 こ れ は h の 上 限 値 と y 5 の 下 限 値 を く み あ わ せ た と き 最 上 方 に 位 置 し ，

の 下 限 と れ の 上 限 を く み あ わ せ る と 最 下 方 に 位 置 す る （第 3 表 ) 。 こ の 関 係 か ら ， ゲ2 を定める  

‘と， 第 3 表 +  に よ っ て の 上 限 と 下 限 が 決 定 さ れ る 。

次 の よ う に し て パ ラ メ タ の 試 験 的 組 合 せ が 与 え ら れ る （笫 4 表参照 ) 6 ⑴ y 6 の 領 域 は 一 2859〜 

— I I 4 3 で あ る ， と れ を き ざ み 幅 20 0 で 1 0 水 準 に 分 割 す る 。 ⑵ ヴ 3 に は - 5 1 から  一 37 ま で の 領  

•域 が あ る 。 こ れ に 余 裕 を 与 え て 一5 0 か ら “ 3 4 ま で を き ざ み 幅 2 で 9 水 準 に 分 割 す る 。 ⑶ ケ 2 は

—  30’レ ー  ，

維城^ 如防， 〒職，，:

\

1

：
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全く試算的に200から 1000まで9 水準を与える（核所得階層の平均値の近傍で所得の限界効用が炱にな
• • . . . . . . .

もぬという条件から下限が選ばれた) 。⑷ y 4はy 2の領域に対しx 決定される上下限を5 0水準に分割す 

る (y2, % の領域は矩形になる)。U 3，y 2，h のすベての組合甘は44 55 0ケースである。これらのす 

ベそが第1 近似値の候補となるわけではない6 2 つの条件が課せられる。第 1 に余暇所得の無差別曲

、線 が 原 点 に 対 し て 凸 で あ る と と （安定条件)， 

第 2 に 試 験 的 パ ラ メ タ を (32) に 代 入 し た と  

き , （総奴分可能時間を 1 として）最 適 供 給 時

.(注11).
i間 が 正 で あ り , か つ 0. 5 を 超 え ぬ こ と。

第 3 表

r4= w r2 + G におけ各C め値

第 4 表

n の上限と 
f s の下限

f 3 め下限と 
f s の上限

3 6 年

37

38

39

1292. 9821 
1132.1663 

985. 6180 

918. 4789

-694. 9585 

— 818. 9188 
-923. 8209 

-1107.9356

U 73 72 U

-2859 ニ 50 200 700
-2600 -48 300 1000

-2400 —46 400 2000
-2200 —44 500 3000
-2000 -42 .600 4000
-1800 -40 700 5000
-1600 一38 ■■ 800
-1400 一 36 900
-1200 —34 1000 50,000
— 1143

C は㈤ 式 に f 3, f s と切を代入して計箅される。

■.第 、5 表 安 全 条 件 を み た す も の .(於_2= —2.0, m 2= 0 )

f t は r2 に対応する？V の上下限の範即（绾 3 表の 

関係式で与えられる)を 5 0 水準に分割する6 

7 2 はノ ~ マライズによって常に1 である。

6b cases

n n h* eoef. I n 72 Ts Tz hネ coef. I r* n

-2859 -50 0.0346 +0. 0071 10000 200 w ‘ 38 0. 2713 -0 . 0072 19000 400
If -48 0.0411 +0. 0011 10000 200 n u 0. 2407 一 0. 0072 38000 800
tf —46. 0.0443 -0 . 0019 10000 200 » —36 0.2437 -0 . 0076 19000 400
it - 4 4 0. 0462 —0. 0036 100GO 200 // " 0. 2169 -0 . 0076 38000 800
11 n 0. 0034 *-0. 0036 29000 600 -2459 —48 0.4043 +  0. 3862 38000 800
tf -4 2 0.0474 -0 . 0048 10000 200 // 一 46 0. 3276 -0 . 0041 19000 400 ,
It n 0. 4740 -0 . 0048 19000 400 " w 0.2116 -0 . 0041 38(̂ 00 800
H n 0. 0119 一 0. 0048 29000 600 " —44 0. 2304 -0.0064 19000 400
» " 0. 4388 一 0. 0048 38000 800 tt tt 0.1556 -0.0064 38000 800 ：

It -40 0, 0483 -0.0056 10000 200 " -42 0.1841 一 0. 0075 19000 400 ,
if // 0.0414 —0. 0056 19000 400. " " 0:1289 -0.0075 38000 800
it n 0. 0179 -0.0056 29000 600 it —40 0.1570 -0.0081 19000 400
1/ II 0.3832 —0. 0056 38000 •800 rt " 0.1133 ダ一0. 0081 38000 800
ft —38 0. 0490 —0.0063 10000 200 n -38 0.1393 -0. 0085 19000 400 :
ir h 0. 3683 一0_ 0063 19000 400 ： // u ' (X 1030 -0,0085 38000 800
" n 0. 0224 -0.0063 29000 600 u -36 0.1267 -0.0088 19000 400
u n 0, 3417 —0. 0063 38000 800 tf i/ 0.4979 -0 . 0088 28000 600
(/ « 一 36 0. 0495 -0.0067 10000 200 tt // 0. 096 -0 . 0088 38000 .800
u ii 0. 3330 -0.0067 19000 400 ti n 0.4670 —0. 0088 47000 1000
II ii 0. 0259 — 0.0087 29000 600 一 2259 —38 0. 4801 —0. 0104 28000 600
IJ . it 0. 3094 —0.0067 38000 .800 i/ 0. 4:358 -0 . 0104 47000 1000
" u 0. 0023 一 0.0067 48000 1000 鱒 —36 0. 4427 - a  0104 9000 200

-2659 —44 0,4399 -0 . 0046 19000 400 tt " 0.4061 -0 . 0104 28000 600
n // 0.3855 -0.0046 38000 800 ; 1 0 0.3695 —0.0104 47000 1000 j

.•一■“ 31
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第5表©つづき

Ts , n h* cocf. I n Tt rs n k* coef. I Ta Tt
-2059 一 40 0.4350 —0. 0144 28000 600 -1859 -4 0 0. 2024 一 0. 0236 9000 200

ii ii 0. 3572 -0 . 0144 47000 1000 - ; II 0. 0749 —  0.0236 28000 600
". -3 8 0. 3891 —0. 0134 9000 200 V -3 8 0.1463 -0.0187 9000 200
// it 0. 3322 一 0.0134 28000 600 it 0. 0669 -0.0187 28000 600

. _ H ii 0. 2753 -  0. 0134 47000 1000 tt - 3 6 ； 0.1210 -0 . 0165 9000 200
V -36 0. 3178 -0.0128 9000 200 n n 0. 0632 -0 . 0165 28000 600
it ii 0. 2731 —0. 0128 28000 600 u " 0. 0055 -0 . 016 5 47000 1000
II

-1859
it

ii

-4 2
tt

0. 2283 

0. 4295 

0.1073

-0 . 0128 
-0 . 0435 

-0.0435

.47000 

9000 

28000、

1000

200
600

— 1459 

rs< l

-3 6  

1459| で f

0. 4227 

i 該当な I

一 0.0389

ノ

37000 800

第 6 表

昭 和 3 9 年 (ii2~—2. 0, vi2=0)
n n h * coef. I r * Tz | Ts n h * coef. I n n

一 2859 -48. 5 0. 473 0. 002r 47700 1000 -2859 -43 .0 0.299 —0. 0042f 28700 600
w -48 .0 0. 437 0. 0010{ 47700 1000 ! " : a 0. 261 -0 . 0042r 47700 1000
ti -47. 5 0. 473 0. 000K 28700 600

tr —42. 5 0. 326 -0.0045E 9700 200

n ；/ 0.407 0. 0001つ 47700 1000
// n .0. 289 -0 . 0045E> 28700 600

一 47- 0 -0.00062
N H 0.251 -0 . 0045E 47700 1000ti 0.443 28700 600 u -42 .0 0.314 —0. 0048C 9700 200

tt 0. 381 —0. 00065 47700 1000 〃 H 0.279 -0.0048C 28700 600
It 一 46. 5 0.474 —0. 0012S 9700 200 ft H 0. 243 —0.0048C 47700 1000
〃 ” 0. 416 -0 . 00129 28700 600 tt - 4 L 5 0.304 - 0 . 0 0 5 0 4 9700 200

( ft n 0.359 -0.00129 47700 1000
n tr 0.270 -0.00504 28700 600

-46. 0 0.447 -0 . 00188
H H 0‘ 235 -0 . 0050̂ 1 47700 1000

9700 200 y -4 1 .0 0.294 一 0.0052S 9700 200tt " 0.393 -0 . 00188 28700 600 Ii tt 0. 261 — 0.00525 28700 600
ノ . .. .. 0.340 一 0. 00188 47700 1000 H » 0.228 ~0. 00525 47700 1000

tf "45. 5 0.423 -0.00240 9700 ‘ 200 n —40. 5 a  285 —0.00545 9700 200
tf it 0, 373 —0. 00240 28700 600

\ n H 0.253 -000. 545 28700 600
...V " 0. 322 一 0.00240 47700 1000

n
■

It 0.222 -0 . 00545 47700 1000

n -45 .0 0.403 -0.00286 9700 200 r
—40. 0 0.277 ~0. 00563i -

. _ 200

.■■ ： tt " 0: 355 -0.00286 28700 600
u 0. 246 卜 0. 00563 28700 600

0.307 -0.00286
M a 0. 216 -0 . 00563 47700 1000■ . H ■ ■ tt

—44. 5
47700 1000 —2659 -50 .0 0.438 -0 . 01569 28700 .6 0 0ft 0. 384 -0 . 00327 9700 200 u n 0.197 0. 01569 47700 1000tt « 0.339 -0.00327 " 28700 600 II —49. 5 0. 353 0.00985 28700. 600

ft " 0. 294 —0. 00327 47700 1000 H tt 0.165 0. 00985
.. ， 

47700 1000
鳄 -44. 0 0. 367 —0.00364 9700 200 n -49. 0 0.452 0.00614 9700 200
" 0. 324 一0. 00364 28700 600 M • H 0, 298 0. 00614 28700 600
» H 0. 282 一。. 00364 47700 1000 n II 6.145 0. 00614 47700 1000
if -43 ,5 0.352 —0, 00397 9700 200 H —48, 5 0.391 0. 00357 9700! 200
H it 0, 311 -0 . 00397 28700 600 ft i i 0. 261 0.00357 28700 ；600

" j
i i 0.271 -0.00397 47700 1000 M a 0.131 0. 00357 47700 1000

u 1 - 4 3 . 0 0. 338 j -0.00427 9700 200 » -48 .0 0. 345 -aoqi6d 9700 200 ; .
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.第 6 表のつづき

n n h* coef‘ I n Tt n n k* coef. I 7Y... n

-2659 — 48. 0 Q. 233 0. 0016S 28700 600 一 2659 -4 L  0 0.155 -0.0063 ；9700 200
u . tt d  121 0. 0016S 47700 1000 ti tt 0.116 -0 . 0063 28700 600
it »4 7 ；5 a 3 ii 0. 00025 9700 200 tt ti 0. 0769 - 0 ‘ 0063 47700 1000
ii // 0. 212 0. 0002E 28700 600 it -40 .5 0.1509 ニ 0.0065 9700 200
n f ; tr ' 0.113 0. 0002E 47700 1000 n " 0 .113 —0. 0065 '28700 600
” -47. 0 0. 284 -0 . 00089 9700 200 tt u 0.076 -0.0065 47700 1000
tt " 0 ‘ 195 -0 . 00089 28700 COO n -40 ,0 0.148 ‘ 0.0066 9700 200
// tt 0:10G - 0 ‘ 00089 47700 •1000 n /； 0.I l l -0.0066 28700 600
" .—46. 5 0. 262 -0 . 00181 9700 200 u tt • 0. 075 -0.0066 47700 1000 ：
tr it 0.182 -0 . 00181 28700 600 — 2459 - 4 L  0 0.486 -0.0078 37700 800
" ；，厂 0.101 -0.00181 ；47700 1000 -40, 5 0.463 -0.0080 37700 800
tt -46. 0 0. 244 -0.00257 9700 200 " --40. 0 0. 485 」0:0081 18700 400 ；
tf // 0.171 --0. 00257 28700 600 ：- b . " 0.442 -0 . 0081 37700 800
a ..‘ w ： 0.097 -0 . 00257 47700 1000 . — 2259 -t43. 5 0.486 一 0. 0102 37700 800 ；
tt -45 .5 0. 229 -0 . 00321 9700 200 tt -43. 0 0.438 -0.0102 37700 800
t! " 0.161 -0 . 00321 28700 600 it 一4么5 0.484 -0 . 0103 18700 400 ■'
II " 0.0937 一 0. 00321 47700 1000 .... " 0. 400 -0. 0103 37700 800 ;
„■ —45.0 0. 216 -0.00375 9700 200 // -42 .0 0.445 -0.0103 18700 400

:;w. tt 0.153 -0/00375 28700- 600 : " ハ a , 0.369 -0 . 0103 37700 800
n 0.908' -0.00375 47700 1000 it：• •. t —41 ‘ 5 0. 413 -0 . 0103 18700 400
H —44.5 ：0； 205 --0. 00422 :9 7 0 0 200 ' ii 0. 343 -0.0103 37700 800
" 〃 0.146 -0 . 00422 28700 600 V -41 .0 0. 385 — 0.0103 18700 400 ：
ii w 0.088 —0, 00422 47700 100Q 4 v it 0. 321 一 0.0103 37700 800 1
" — 44.0 0.105 -0 . 00463 9700 200 tf -40 .5 0. 362 -0.0104 18700 400
" ' tf 0,140 -0 . 00463 28700 ..600 " n 0. 302 -0.0104 37700 800
" ti 0.086 -t 0. 00463 47700 1000 tt -40 .0 0: 341 -0.0104 18700 400
tt —43. 5 0.186 -0 . 00499 9700 200 tt n 0. 285 —0. 0104 37700 800
n // 0.135 -0.00499 28700 600 "2059 —45. 0 0.455 -0 . 0604 18700 400 ：
" tt 0.084 -0.00499 47700 1000 1， -44 ,5 0. 237 - 0.0333 18700 400
" -43 .0 0.179, -0 . 00531 9700 200 u -44. 0 o. m -0 . 0253 18700 400 ：
w n 0.131 -0.00531 28700 600 //- -  43. 5 0.141 マ 0. 0214 18700 400
// 0.0823 — 0.00531 47700 1000 : " -43.0 0.123 —0. 0192 18700 400
" -  42. 5 0.172 -0.00559 9700 200 〃 -42. 5 0 .I l l -0.018 18700 400
ft ” 0.126 ^0.00559 28700 600 " — 42. 0 0.103 -0 . 017 18700 400
tt w 0.0807 -0.00559 47700 1000. tt -41 .5 0.097 - 0 ‘ 0159 18700- 400
ft —42* 0 0.166 —0.0058 9700 200. — 41.0 0.0917 -0.0153 18700 400
ft 0.123 -0^0058 28700 600 tt —40. 5 0. 088 —0. 0148 18700 400 -
ft " 0. 079 -0.00584 47700 1000’ ” ■ 0. 002 — 0.0148 37700 800
" —41‘ 5 0.160 -0 . 0061 9700 200 " >-4o. 0 0.085 -0.0144 18700 400
tt ; 0.119 一 0. 0061 28700 ■ 600 . tt ■- - -.IJ. 0.007 -0.0144 37700 800
tt // 0.078 -0.0061 4 ウ 700 1000: -1 8 5 9該当なし '

.注(丨丨） これは平均家計についてであるa 0 .5 を起えると最低階層では1 に著しく接近する可能蚀があるa た だ し （X.5 

を超えぬという条件は近似値の選択効率を上げるた硌の使宜的なもので，パラメタ ‘の桔度を上ける計於-段階で最 

適 時 間 A * が 0.5: を超えるととがあづてん遨支えない。な 私 次 の 段 階 で C O 領 域 は 1 .0 まで拡大される，
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’ 臨界核所得分布によ^"i労率肚^磡供給の公折 .

2 つの舞件に適合するケース杯66個である (第s 表〉：タ2>  — i 459 の領域で2 条件をみたすケー 

スは一つもないことがわかる6

なお，臨界核所得を計算する際にれの値は访の値（昭和卻年でレ、としで灯. 4 午肖）の近 

傍でとりわけ鋭敏に影響するのでデ3 を 一5 0 と - 4 0 の間で第5 表 fcおけるきざみ幅⑵よりさら 

tこ精度を上げて，きざみ幅0. 5 で分割してみる。 その結架は第6 表に示:+ とおりセ, とこでも ys 

，の該当なしの領域は第5 表の場合とほとんど一致するこどがわかる。

さらに> I ra !の小さい値の近傍で7V め同様な領域について試算したn , ルおよびん*の値を 

.4  7 表に掲げる6 この場合にもy s>  — l 2 5 9では2 桌件をみ仁すケースがない6 以上の‘試箅から2 

，条件をみたすy5 の値は（こ-こで检討した範囲に関する限り）上限値をもつことが知られる

さて，これらのパラメタめ試算値を臨界核所得分布の式㈤ に適用して，私6 標準偏差びを変化せ 

しめて右業率の理論値4 を (昭和3 9年の核所得階層の核所得ど未成年数を適用し幻 各 核所得階層につ 

V  ( a 丨兑すると觀測値j i ° と大きく乖離することがわかった。まずびの比較的大きな値に対しては, 

4 はダに比べて著しく大となる。びを小さくすることによって両奢の水準は接近するが，しがしル 

は核所得軸に対してほとんど平行となづてしまう。 これはp 分布の平均が大きすぎることを意味 

するから I * 分布を左へ寄せる〈平均を小さくする）ならばこの不都合はなくなるでぁみう。

昭和39年
«? =  —2. 0
Ts： —2 8 5 9 >- 1459 (200 きざみ） 

Ts： -1 2  ■~ > 0 (3  きざ各）

0 く S.H. く 0.5

.第 7 表

Gs g 3 s. a coef. I g4 g 2
■G- g3 S. H. coef. I G, g2

一 2859 —12 0. 379 —0.00892 8700 200 1 -2859. - 9 0.103 . tf 47700 1000, // it a  127 w 9700 200
" 一 6 0.338 — 0.00912 8700 200W " 0.248 rt 18700 400 ii 0 .118 " 9700 200It " 0. 369 〃 27700 600 ” n 0.444 tt 17700 400」W // o_ 117 . " 28700 600 ft a 0.224 tt 18700 400H it 0. 490 u1 - ' 36700 800 ft a 0. 00359 tt 19700 400tt // 0. 238 tt 37700 800 » " 0.329 tt 27700 600

〃 " 0.359 tf 46700 1000 ti u 0.109 " 28700 600// ti

'■"9
0-107 H

-0.00902
47700 1000 0 II 0. 435 ス： 36700 800 '// 0. 357 8700 200 ft II 0.215 it ， 37700 800..:.." “ a  122 w 9700 200 tt tr 0. 320 " 46700. 1000n * u a  4 7 0 u 17700 400 n 11 0.100 〃 ソ 47700 1000" " 0. 235 1/ 18700 400 M 一 3 0.321 ニ 0.00920 8700 200tt 0. 000252 If 19700 400 ft ii 0,114 . " 9700 200ft * " 0. 348 " 27700 600 H " 0.421 n 17700 400n t/ 0.113 u 28700 600 V u 0 ‘ 213 " 18700 400" It 0. 461 tr 36700 800 t$ " 0. 00654 " . 19700, 400V " [X 225 it 37700 • 800 // « 1  313 // 27700 600o it 1  338 46700 1000 1 " ■ X 106 H 28700 600
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第 7 表のつづき

Gs g3 s. II. coef. I g 4 g 2 Gs g 3 S. R coef. I G, g2

一 2859 —3 0. 413 ^-0. 0092C 36700 800 -2859 - 3 0. 292 —0.0096C 8700 200
1/ " 0.205 v 37700 800 // w 0.0760 n 9700 200
// ” 0. 305 m 46700 1000 ft u 0, 396 u 17700 400
n tr 0. 0978 n 47700 1000 tt it 0.179 n 18700 400
n 0 0. 306 一 0. 00928 8700 200 tf " 0. 283 n 27700 600
u " 0.111 " 9700 200 II " 0. 0674 " 28700 600

■ ： // " 0.400 tt 17700 400 it it 0. 387 n 36700 800
tt 〃 0. 205 tt 18700 400 // tt 0.171 n 37700 800
tt tt 0. 917 tt 19700 400 U ” 0. 491 u 45700 1000
if ft 0.494 H 26700. 600 ti it 0. 275 it 46700 1000
// tr 0. 299 N 27700 600 tt // 0.0587 ” 47700 1000
tt n ： 0.103 It 28700 600 it 0 0.482 -0.00966 7700 200

. . */ // . 0.393 料 36700 800 " tf 0. 278' け 8700 200
" u 0.197 n 37700 800 // " 0.0747 け 9700 200.
w 〃 0.00133 h 38700 800 W ft 0.376 む 17700 400
it t r 0. 487 ぐ 45700 1000 " v ” —0.172 び 18700 400 ’
/> 9t 0. 291 46700 1000 tt. . u 0.474 26700 600
// ti 0.953 -■ ^ 47700 1000 " tt 0. 270 n 27700 600

-2659 — 12 0. 346 -0,00939 8700 200 " 1/ 0. 0666 u 28700 600
" ；, ：■;./■ ' 0.0811 // 9700 200 ttへ、.. " 0. 368 : « 36700 800
H H 0. 473 ■ H 17,700 400 " // 0.164 n 37700 800 ；

n it ； 0. 208 H 18700 400 tt it 0. 466 ； 45700 1000 ；
” M 0.335 ' ィ 27700 600 U n 0.262 : . : ダ..'：：. 46700 1000 '
if H 0. 0705 H 28700 600 n A . 0. 0g84 » 47700 1000

1 tf // 0. 463 36700 800 一 2459 一12 0.309 -0 . 00992 8700 200
" ■ " 0.197 // 37700 800 // て 0. 0296 it 9700 200
// 0. 325 一. - . “ '. 46700 1000 H： > n 0.444 .す,..'.■ 17700 400
tt // 0.0599 » 47700: 1000 H tr 0.164 ..... ii 18700 400
" —9 丨0.325 -0 . 00947 8700 200 it " 0. 298 a 27700 600
" it 0.0792 ii 9700 200 ft tr 0. 0184 a 28700 600
ti ■ ‘ j n 0.444 t/ 17700 400 ti " 0. 433 a 36700 800
" j r 0-197 n 18700 4Q0 M " 0.152 //.... 37700 800
w - it 0. 316 i t . ■ 27700 .6 0 0 ft it 0. 287 ft 46700 1000
n ；:ハ“ ... 0.0693 11 28700 600 H if 0. 00723 ■ 11 .47700 1000 ■

ft 0.434 . it. /’ ■ 36700 800 tt —9 0. 290 -0.00996 8700 200
" tt . 0.187 11 37700 800 tt 0. 0314 >r 9700 200
t r ：it 0. 306 it 46700 1000 ft ” 0. 415 ■ tr 17700 400
" » 0. 0594 ._ >1 47700 1000 tf tt 0,156 a 18700 400

• a - 6 0. 308 ' —0.00954 8700 200 tf ■■：/；' if 0- 280 27700 600
tt " 0.0775 ...11 9700 200 V ” 0. 0210 « 28700 600
ti

ノへ:..".：
0. 418 it 17700 400 it it 0. 405 11 ■.,-■■■ 36700 800 ；

' . ' _  ■：:...：//；■ 0.188 tt : 18700 400 " 〃 0.145 . a \ 37700 800
t} 0‘ 298 u 27700 600 u 〃 0. 270 11 46700 1000.
// tt 0.0683 »r 28700 600 it " 0. 0106 H 47700 iaoo
" tf 0.409 It ... 36700 800 // t (3 : 0.274 -0.0100 8700 200
w ■ v .. D.179 n 37700 800 ... it " : D.032D 9700 2 0 0 丨
// >/ )• 289 t r 46700 1000 " :.リタ..… 5.390 II 17700 400
H H ).0591 •> . 47700 1000 tf // 0.148 18700 .400 .
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G2 g5 g3 S.H. coef. I G4 Ga

600 — 2259 —6 0.237 — 0.0105 8700 200

600 ti rr 0. 359 tt 17700 400

800 fl tr 0.105 9t " 18700 400

800 tt tt 0. 481 ti 26700 600

1000 tt 0*227 tf 27700 600

1000 tt tt 0. 349 tf 36700 800

1000 " tt 0.0955 " 37700 800

200 " u 0.471 n ' 45700 1000

200 〃 u 0.217 it 46700 1000

200 " —3 0. 462 rr 7700 200

400 tt tt 0. 225 ” 8700 200

400 〃 " 0. 339 tr 17700 . 4 0 0

600 u 0.102 tr 18700 400

600 tt " 0.452 / tr 26700 600

600 ti tr 0, 215 rr 27700 600

800 . ft tf 0. 329 n 36700 800

800 .".tt .- 0. 0927 tt 37700 800

1000 // rt 0.小!3 ir 457C0 1000

1000 it 0. 206 : ft 46700 -1000

1000 0 0. 436 tt 7700 200

200 u it/ 0.：214 V »  : 8700 200

200 n " 0. 321 i . »  : 17700 400

200 tt _ ：0. 0991 V 18700 400:

400 • :  “ // 0.427 it 26700 600

400 ti • it 0. 205 if 27700 600

600 tt 0. 312 0 36700 800

600 " 0. 0902 it 37700 800

600 ,, it 0.418 It 45700 1000

800 1/ 0.196 it 46700 1000

800 -2059 -12  .0.222 »0 - 0111 8700 200

1000 » : tf 0/374、 1/ 17700 400

1000 /, 0. 0586 ft 18700 400

1000 // if 0. 210 tt 27700 600

200 " tf 0.361 [ ' ：■./•' 36700 800

400 tt it 0. 0460 w 37700 800

400 ft ti 0.197 ii 46700 1000

600 tf —9 0. 498 a 7700 200

800 " 0.208 a 8700 200

800 tt It 0. 347 ■. u 17700 400

1000 tf it 0. 0582 » 18700 400

200 u 0.486 H ： 26700 600

400 ti 0.197 If 27700 600

400 " 0. 336 It 36700 '800

600 . .ti 0.。修 a 37700 800

800 く''...//... 0.475 〃 45700! 1000

800 // tt 0.185 it 46700: 1000

1000 ■ /； 一 6 0. 464 -0,0110 7700 200

200 " • “  \0.197 it _ 8700 200
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^ ! ；j . 第 7 表のつづき

礙 ss sasa>み 琪 ：® s o •猫 *数凝縦鐵诚银徵及伊、沿藤 |

臨界核所得分布による勤労家許の労働供給の分析

第 7 表のつづき

g 5 g3 h * 1 c o o f i  I g4 . G, | Gs g 3 h * coef‘ I G. G t

-2059 —c 0. 325 ’ 一。‘ 0110 17700 400 -1859 —6 D. 423 一 0. 0117 26700 . 600

1/ tt 0. 0578 it 18700: 400 tt . " ：0.140 27700 600

ti i 0. 453 it 26700 600 // 0.276 ! ' " . 36700； SOO

it : : ft: 0:186 ; / /  . 27700； 600 " n ' 0.411 45700： 1000 ,

tt ...fn  . 0.314 〃 36700 800 1 tl ■ //リ 0.129 tl 46700 1000

tt .；ハ tt . ( 0. 0471 /； 37700, 800 II —3 0.406 . —0. 0116 7700 丨 200 !

' .■ir . tt 0.443 i : 45700： 1000 ■ »  \ 0.144 ! \ n ■：； : ' 8700； 200 :

ぐtt it 0.175 . ノ ペ .、:
46700； 1000 it h 0.269 17700 400

t! . —3 : 0.435 ti ' ■' 7700； 200 tf ， tt ■;0. 00826 > ■ ” 18700 400

tt w 0.186 tt 8700 j 200 , it _ // 0. 395 : " 26700; 600

It tt \ 0.306 " 17700j 400 . ' ^ ； ■ i f\ i 0.133 j..べに ' 27700： ‘600 :

ft ； tt 0.0575 " ‘ 18700| 400 " " ! 0. 259 ! '々 ' へ: 36700. 800 •

..// i , tt 0.425 ( w 26700; 600 " ::、） ： ] 0. 385 ! ■ 45700; 1000 .

" tt 0.176 tt 27700! 600 tt ; " i 0  ‘ 123 .パ ..1/ ； , ■' 46700. 1000

U t/ 0. 296 " 367001 800 tf 0 >0. 381 ： -  a  one 7700： 200

tt u 0.0476 a 37700j 800 ■..." tt ； : 0.138 8700 200 :

// tt 0.415 1 . r； *t 457001 1000 .、、す •0. 498 16700 400ィ

II tl 0.167 \ •, ■ 46700! ；1000 ■'. tf tr ；0. 254 17700': 400

：' ” 0 0.410 [ it :7700: 200 . ft 〃 ! 0. 0114 : tr 18700 400

tt .■ " , . 0.178 ： It 200 . ギ， 〃 ! 0. 371 i if 26700； 600

〃 ft 0. 289 ! 〃 ： m oo ! 400 tt " 0.128 27700 600

u .....n . 0. 0573 ：i • ;/ * ., . 18700; 400 i/ 0.488 ： 35700 800

u ■ w '• 0.401■ 26700丨 600 tt ^ ：0. 245 36700j 800

1/ tf 0.168 丨 '27700： 600 . 'V tf . - n .. i 0. 00166 37.700 丨 800 -

" ;/ 0.280 | " 36700： 800 . ” - . w： ! 0. 362 ? if ■ 45700! 1000

u it 0.0480 ii , 37700- 800 i // ； i 0.118 tt * 46700； 1000 -

" ■" 0.391 0: 45700： 1000 -1659 -12  I 0. 471 : :—0.0127 7700' 200

" // 0.159 ; ff ' 46700： 1000 ...11 ■! // ! 0.110 8700 200

-1859 ™12 0.170 -0* 0119 8700! 200 : » V 0. 283 17700： 400 ,

u // 0.332 .丨 tt H70oi 400 ” . u 0. 457 に：，/ ...... 26700； 600 :

tf ：■ tt 0.493 H 26700； 600 tt ' v  i 0. 0960 , u 27700 600

" 0 ‘ 156 H 27700! 600 .// 0. 269 u . 36700 800

；;■ a t t , 0.318 H 36700； 800 ■ ”  . // ：0. 442 // 45700 1000

tt ....// . 0.480 It 45700： 1000 It ；.."■： tt ' f 0. 0815 ' i f .へ 46700 1000

> it V if 0.143 It : 46700: 1000 . ” ；— 9 0. 432 -0:0125 7700 200

tt ‘ —9 0.467 ; —0. 0118 7700丨 , 200 ゲ ' " ; 0.105 8700. 200

w //• 0.160 8700; 200 1/ ;,// : 0. 262 17700 400 ；

" tt 0 . 3 0 7 \ it 17700； 400 〃 // 0.419 2(5700; 600

fi it, 0.000330 V  " 18700： 400 It ゲ . 0. 0920 ， n ■ 27700 600

n tt 0.455
丨. 、

26700i 600 n ■0. 249 ；/ •,丨 36700 £00 '

" tt 0.147 . _ 27700! 600 . tf " 0. 406 ■ if ■■ !, 45700： 1000

" H 0.295 H 36700! 800 tf a .、// .‘ 0. 0789 46700, 1000
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第 7 表のつづき
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0 5 g 3 coef» I g 4 j も Gs g 3 ■ k* i coef. I G , o 2

-1 6 5 J i —6 0. 376 -0 .0 1 2 4 45700 1000 -1 4 5 9 一 3 0 .184 一 0.0129 17700 400
ノ it u 0. 0768 // 46700 1000 u » 0.324 ■ n 26700 600

—3 0. 373 0‘ 0122 7700 200 it tt 0.0326 tt 27700 600
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第8 表 ■ • 第 7 表までの試約:は I * 分布の乎均が正値であるケースを選-

んだが， それが负値であっても理論的整合性が失われることは 

ない。そこで臨界所得分布の式を考察す名とを増加さ啕 

ることによって分布のニ、丨’■均値は減少することがわがる。従 ^ ^ v  

は じ 匕 試 み た y 3 の站域をさらに拡張レ;^みるん新しく試み 

る範囲は第8 表めとおりである。企ケ ー ス （1 9 8 0 ) のうちがら；. 

资定条件と0くん* < 1 ( さきの_ より広く:とってある) 】の条件P  

合格するケースは鎗9 表に掲げるとおり'でる。（こと に は ，I *分•亦 

の平均も示し't：あ;6 。）これから， y 5 が 一 2 0 0 0 および— 1 0 0 0 ‘ 

のケースでは条件にrかなうものが皆無であることがわがる。 1す

第 9 表 ( 0 < k * < l めもの) . , ；

A v ,  of Dist. I *く 0

. v'J.

n n h* coef. I U t 2 A v *  Dist n n ] h * cofe .1 U Tz Av. Dist

— 5000 - 4 7 0. 0605 —0. 000143 12000 200 - 5 2 9 -5 0 0 0 ~ 40 0.9276 —0.0021 ■ 9000 200 406.7
u I, 0. 6839 —0. 000143 15000 300 - 3 8 2 1 M u 0.7770 —0.0022 19000 400 336. 4
n It 0.2325 ニ 0: 000143 :21000 4Q0 671 V " \ 0-6265 -0 .0 0 2 1 29000 . 6 0 0 266.17
ti II 0.8559 一:0‘ 000143 24000 500 5021 " it 0.4760 —0.0021 39000 800 195.89
ti II 0. 4045 一0.000143 30000 600 1871 — 4000 - 4 4 0,8017 - 0 .0 0 1 6 19000 400 449.46
i i  ' II • 0. 5764 -0 .0 0 0 14 3 39000 800 3071 w a ■ 0 ,5512 —0.0017 . 29000 600 297‘ 00
i i . —45 0.0607 —0. 000805 ■12000 200 - 6 2 tt .i i 0. 3007 - 0 .0 0 1 6  , 39000 800 144.07
)! i i 0. 6438 - 0 .  000805 15000 300 663 it - 4 2 0.9687 一 0‘ 0023 ：9000 200 - 39L 30
II ii 0 .2211 —0. 000805 21000 400 138, ti a 0.7392 — ;0‘ 0024 19000 400 295.0
II a 0.8049 —0. 000805 24000 500 „ 863 rt » 0. 5095 —0. 0024 29000 600 199. 0
II a 0.3821 - 0 .  000805 ：30000 600 338 、u a 0. 2800 一0.0024 39000 800 102,4
II ii 0. 9659 - 0 .  000805 ；33000 700 1063 〃 - 4 0 0. 8980 —0.0030 '9000 200 294.1
II ii 0.5432 - 0 .  000805 39000 800 538 tt a 0.6862 - 0 .  0030 19000 400 223. 8
11 - 4 3 0. 6085 —0. 001388 15000 300 376 .ti ii 0.4744 - 0 .  0030 29000 600 153.5
II ii 0. 2111 —0.001388 21000 400 897 tt i i •0. 2625 -0_  0030 39000 80.0 83 .3
II u 0.7599 - 0 .  001388 24000 500 485 -3 0 0 0 —44 0.6175 - 0 .  0032 19000 400 204.8
» II 0.3625 一。. 001388 .30000 600 199 // u 0.1340 - 0 .0 0 3 2 29000 600 51.9
II - 4 4 0. 8662 - 0 .  0 0 1 1 19000 400 695. 06 it ~ '42 0. 4440 —0. 0043 9000 200 236.9
n ii 0. 6972, - 0 .0 0 1 1 - 29000 600 542.1 tt it 0‘5329 — 0.0043 •19000 400 140. 6
n i i 0. 5281 —0. 0011 39000 800 389. 2 it u 0 .1219 -0 .0 0 4 3 29000 600 44. 4
n - 4 2 0. 8190 - 0 .  0016 19000 400 449. 3 it —40 0. 8279 -0 .0 0 5 0 9000 200 181 .5
n « 0‘ 6598 -0 .0 0 1 7 29000 600 353‘ 0 ti 0. 4705 -0 .0 0 5 1 19000 400 11 1 ,2
ii // 0.5005 - 0 ,  0017 39000 800 256.7 u i i 0.-1131 - 0 .0 0 5 1 29000 600 40.9

分布の平均が小さいのはy 2 も y 4 も比較的小なる場合， とりわけ乎均が負領域に入るものは” : 

が 200,’ Y* が 1 2 0 0 0のケースである。 シミュレ；ションによって実測値に近いバを得るには， . 

これらのケースの近傍を探索ずるのが適当である。そくで,パラメタの領域を狭めて第1 0 裘のと 

おりに矩める。許算の結梁前記め条件に適合するケースは第 l i ' 丧に示子。 この小から， I * 分亦

n 7*3 r 2 • u

一 5000 ：- 4 6 200 9000

一  4000 一 44 300 12000

一 3000 - 4 2 400 15000

— 2000 一 40 500 19000
-1 0 0 0 600 * 21000

700 24000
800 27000
900 30000

1000 33000
36000
39000
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第 1 1表

h* Av. Dist n Y2 h* Av* Dist r* r i

1 0 .142 12.7 12,200 , 2 0 0 35 0. 088 -26 .7 12,200 206

0  2 0 .138 -26.3 12, 500 206 36 0.103 - 9 . 1 12,300 20D
3 0 .141 23.2 12, 200 200 37 0. 069 -50 .7 12,400 209
4 0 .124 一41.0 12, 400 203 38 0 .117 8.5 ,12,400 212
5 0.137 5.9 12,500 206 39 0. 083 . - 3 3 ,  2 12,500 212
6 0 .110 —45. 2 12, 300 200 40 0.122 -4 3 .1 12,100 _215

©  7 0 .123 -15.1 12, 400 203 41 0 .103 -48 ,5 12, 000 212
8 0 .134 15.1 12,500 . 206 42 0.121 - L 6 12,100 . 2 1 5
9 0.110 ..一25. 0 12,300 200 43 0.102 -19 .9 12,000 212

10 0.122 -2 .8 12, 400 203 ‘ 44 0 ‘ 119 10.2 11,100 215
11 0.134 19.4 12.500 206 45 0. 095 — 31.0 12,300 212
12 0.109 -13.2 12.300 200 46 0 .101 -6 .3 12,000 212

©  13 0 .121 4.4 12,400 203 47 0.118 15. 9 : 12 ,100 215
14 0.090 -37.3 12,500 203 ®  48 0.077 36. 8 12. 200 215
15 0 .133 22.0 ;12, 500 206 ■ 49 0. 094 -14 .6 12, 300 218
16 0.136 . - 1 . 5 12, 500 2i5 50 '0 .100  . 1.6 12,000 212
17 0.125 — 12.6 12,100 206 51 0.060 -4 0 .1 12,100 212
18 0,120 — 30.6 12,400 212 52 0 .117 19.1 12,100 215
19 0 .135 16.9 12. 500 215 53 0.077 -22 .5 12, 200 215
20 0 .110 ~  27* 0 12, 000 203 ©  54 0. 094 -4 . 9 12,300 218
21 0 .124 3.16 12> 100 206 . 55 0. 053 4  46.6 12, 400 ’ 218
22 0 .104 -38.1 12,300 209 きざみ

广 23 0 .119 一 8.0 12, 400 212 n 12000〜 12500 100
@  24 0.133 22.2 12. 500 215 72 200〜 220 3

25 0.109 — 11.6 12,000 203 n ' —47 〜 45 0. 5
26 0 .123 10.6 12.100 206 n -5500- -4500 500 :
27 .0.089 -4 2 .0 12,200 . 206 ィ —50〜 一40
28 0 .103 -19,8 12,300 209 —40へ —30 Av. of Dist の Class
29 0.118 2.4 12,400 212 ハ —30へ 一 20
30 0. 084 二 50. 2 12,500 212 -■ cv ~20~ -10
31 0,132 24,6 12,500 215 ホ - 1 0 , 0
32 0 ‘ 108 —2. 6 12,000 203 へ 0〜 10

④ 33 0. 074 -44 .2 12,100 203 b 10〜 20
① 34 0 .122 15. 0 12,100 ,206 . チ 20~

亦
ハ.!，

麵
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第10表 の平均が，(イ）一50〜“ 4 0 のもの，(ロ) - 4 0 〜ー30, H  一30〜

一 2 0 , ㈡ 一20〜一10，（的 一1 0 - 0 ,ズへ) 0 〜10，（ト) 10‘ 20，(チ) 

20〜3 0 のもの，それぞれの典型を選び'，第 12表に掲げる, と 

れらのヶ一スから試験的に与えたび ニ 0. 0 1 のもとで昭和3 9年 

についてH を計算す'6と第6 図めとおりである。 さらに,■各 

ケ- •スに対して, ぴコ0. 001〜 ()• 0 1 の範囲で 0 .0 0 1 きざみのぴ 

に対してを計箅した結來の中がら観測値,//°に対する適合 

のよいものを4 とともに記す（第13表）6 このうち最皮のヶ一 スについて，a の初期値を，

r * r? rs Ts
12000 200 一 47‘ 0 —5500
12100 203 -46. 5 一 5000
12200 206 -46.0 “ 4500
12300 209 -45. 5
12400 212 -45.0
12500 215

. 218
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第 12表

(ィ) (ロ) I 'M (十) (卜） (チ）

r*
' n

Ts
- Ts

I* 分 布 平 均

12100 
如3 

-45 
-5000 
-44.2

12200 
215 

-45.5 
-4500 
—36.8

12500 
206 
一 47. 

-5500 
-26.3

12400
0̂3

-46
-5500
-15.1

12300 
218 

-45 
— 4500 
-4 .9

:12400 
203 

—45 
-5500 

4.4

12100 . 
. 206 
-45 

-5000 
15.0

12500 .
215 

. 一46'.' 
-5000 

22.2

第6 図

19 20

0.003, 0.004, 0 .005の三通りに与えて，d ; 2 ( A — め2 を極小にするようにニュートン法によりパ 
.一 ■ (11) .
フメタの精度を高める。シミユレーシ3 ンのステップを1 0 ステップにとり，到達したパラメタの

値は第14表ビ示す通りである。パラメタが初期値から収斂値へ変化するにつれて有業率の理論#

注 (11) ニ i 一.トン法については文献( 4 ) を参照ミ
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第 1 3 表

④〜® のケースを <；=  0.001〜0 .0 1の範囲でパを求めたものの中で f i t のよいものを記す。 昭和39年

'*i

0. 0030 0. 0067

12300 12206

218 214.19
1/3 0.3333

-45 .0 — 41.65

-4500 — 4476.3

一 2. 0 一1.8

0. 045 0. 044

o

r «
r 2
f

e

r 3
r s
« 2
d

■ * ® © ©  . . . :. © 0

0. 255 0. 254 0. 284 0. 332 0, 335

0.243 0.234 0. 263 0. 306 0.279

0.鉍9 0. 214 0.241 0. 278 0.223

0. 219 0. 200 0.224 0.256 0 .182

0.208 0.185 0. 206 0.233 0.144

0.197 0.176 0.191 0.213 0.114

0.187 0.163 0.175 0,194 0.087

0.177 0.151 0.160 0.174 0. 065

0 ‘ 168 0.141 0.147 0.158 0. 049

の. 0.158 0.127 0.133 0.141 0.034

0.149 0.117 0.121 0.126 0. 025

0,141 0.106 0.109 0,112 0.017

0.132 0.099 0. 099 0. 099 0.011
値 0.125 0.089 0. 089 0, 087 0.008

0.118 0.082 0. 080 0.077 0. 006

0.I l l 0. 075 0.071 0, 067 0.003

0.103 0.068 0. 063 0‘ 058 0. 002

0.096 0. 059 0.056 0. 050 0. 001

0. 089 0. 052 0.049 0. 043 0.001

0.015 0.04 0.002 0. 001 0. 000

<r 0.003 0.001 0.003 . 0. 004 0.002

I * 分 布 の 平 均 -36.8 -26.3 一15.1 • 一  4.9.. 4.4

r* 12200 12500 .12400 12300 • 12400

Ti 215 206 203 ,218 203

Ys -45.5 —47 -46 -45 . 一  45

Ys -4500 -5500 -5500 . -4500 一  5500

⑵

初期値 

A

収斂値 
B

(3)

初期値 
A

収 斂 値  

B

J

l

^

l

f

_

,

i

'
 

J

i

3

J
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1
I |

fXが観測値/ / 〖こ接近する状況は第7 図⑴…⑶に示すとおりである。⑵ないし⑶が敗好な適合を示
.; • ；' ；；.

している。 ' • .

パラメタ'の推宠結來は昭和39年の有業率の横断面資料については概して満迅のようにみられる。
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第 7 図 

(1)

(昭和39年）

1.初期做

2.最終攸
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=0.005

(3)

( 昭和39年）

1.初期値 

t  3. 4.収束過程 

5.砬終値

\ v-

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 1 1 2  13 14 1 5 . 16 1 7  18 19 :20.オホ所得階暦

しかし， この結果をわれわれはなお最終的なものとして受げ容れるにはパラメタの安定性を他の観
*■ ... ■.-

测 年 度 （昭和38,37,36年）について吟味しなければならない。選 好 パ ラ メ タ の 推 定 値 の う ち ル ，アさ，
. - ■  ' ハ . . 、 . . . . .

r 5 は 時 系 列 的 に不変という仮説にもとづいて 4 年 間 の 観 測 資 料 か ら 求 め ら れ た の で あ っ て ， 年度 

に共通の推定値である。 こ れ に 対 し て h と れ お よ び び は 3 9年 の 観 測 値 に 対 す る 、ン ミ ュ レ ' - ^ 3 .  

ンから決宛された。所得と余暇の限界効用曲線の截片ア 2 と h が各年において一定不変の値をもつ
. . .  . . . . . .  ... V .

ならば， 3 9年 資 料 か ら 決 定 さ れ た 第 1 4 表 所 掲 の パ ラ メ タ 推 定 値 は 全 観 測 年 度 の 有 業 率 の 横 断 面 的 ， 

右樂平と核所得の関係をよく説明するばずである》 こ の 点 を 検 討 す る た め ,適 合 度 の 最 戾 で あ る 第

1 4 表 ⑶ の パ ラ メ タ セ ッ ト を 36〜38 年 の 各 年 度 に 適 用して有業率め理論値奪求める計笋を行なう
. . . > "■

と， 37年において， 财< 0 が 発 生 す る こ と が 知 ら れ る 。 こ れ は 明 ら か に ， y2 と ;^ (或いはび. も) 

が時系列的に安定していないことを示唆している。両者が時系列的に変化するからには , I その体系 

的な説明のために習惯形成による選好関数 P 变位を導入するのが適切であると考えられる . そうだ 

とすれば， さきに逃べたとおり，核所得階層間で限坪効用曲線 r 変位があると見なければならない

であろう。 従って， 昭 和 39年 資 料 に 対 し て 推 定 し た y s の 推 定 値 （ニュニトン法による）が ,限 界 効
• ,

用曲線の傾斜め中に階層間て ?の曲線の截片の差の影響を含む可能性を否矩できない。

分析の次の段階は , 選好関数に変位を導入することである。 これは次稿において考察するごとと 

したい . . . 1 '

■ »■■_ 44 ~ ™ *
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